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◇矢吹町の財政状況をお知らせします
◇町税等の収納状況をお知らせします

三鷹市・矢吹町姉妹都市交流「神の田んぼで米作り体験会」
▷「餅つき体験」も行われました
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さらなる町の財政健全化を目指し、以下の取り組みを継続して実施します。
①借入額抑制や繰上償還（＝予定より早く返済）の実施による、町債（＝借金）残高の減少
②行政運営の効率化と自主財源の確保による基金（＝貯金）残高の増加
③国県補助金の活用等による収入の確保

町債（＝町の借金）の状況
町債（＝町の借金）
町が事業を行うために金融機関等から借り入れる財源のこと。
主に道路や公共施設の整備等、事業費が大きい事業で借り入れを行います。

令和7年度末の町債残高は、全体で約6億円の減となりました。
町債には、世代間の負担を公平にする役割等があります。例えば公共施設を建設した場合、その費用を建設
した年度の町民の方々のみで負担するのではなく、町債の制度を活用することによって、これから施設を利
活用する各世代の町民の方々と公平に負担を分担することができます。

さらなる財政健全化へ向けた今後の取り組み

今後も行財政運営の効率化とバランスを重視した財政運営に努め、
町民のみなさまと、将来矢吹町で暮らす方々が、より豊かに安心して暮らせる
まちを目指します。
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令和8年度上半期（4月から9月）にご寄附をいただいた企業

※公表にご同意いただいた企業様のみ掲載しております。

企　業　名（敬称略） 寄附活用事業
田村工業株式会社（神奈川県横浜市） 光南高等学校 魅力化応援プロジェクト
株式会社　日建　（東京都中央区） 町へ一任

三正工業株式会社（東京都葛飾区） •外国人が暮らしやすい町づくり
•矢吹町の魅力発信（町民の定着や増加）

企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）とは？
　企業版ふるさと納税は、地方公共団体が実施する地方創生事業に対して、企業が寄附を行った場合に、税額
控除を受けられる制度です。
　幅広いメニューを用意し、ご寄附いただいた企業の皆様のお考えをうかがいながら具体的なプロジェクトを
作り上げていきます。詳細は町ホームページをご覧ください。

「企業版ふるさと納税」へのご寄附誠にありがとうございます
商工観光課　ふるさと納税係　☎（42）2119問い合わせ

　所得税及び住民税の申告で、令和8年中（令和8年1月1日から令和8年12月31日まで）に納めた国民年金保険料は社会
保険料控除の対象となります。
　過去の年度分の保険料や追納された保険料だけでなく、ご家族分の国民年金保険料を納めた場合でも、ご自身の控除
の対象です。
　日本年金機構から、以下のスケジュールで「社会保険料(国民年金保険料)控除証明書」が対象の方に送付されます。お
手元に届きましたら大切に保管し、年末調整や確定申告の際に使用してください。
　なお、社会保険料(国民年金保険料)控除証明書は、ｅ-Taxの確定申告等で利用できる電子データの送付も行っていま
す。マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、電子送付の希望登録を行うと、マイナポータルの「お知らせ」で電
子データを受け取ることができます（※電子送付の希望登録を行うと、登録後は書面の郵送が停止されます。）
　利用方法等については、日本年金機構ホームページ（https：//wwｗ.nenkin.go.jp/）をご確認ください。

社会保険料(国民年金保険料)控除証明書の発送について
ねんきん加入者ダイヤル　　　☎0570（003）004（ナビダイヤル）
日本年金機構白河年金事務所　☎0248（27）4161問い合わせ

対　　象　　者  送付方法 送　付　時　期

①
令和8年1月1日から令和8年9月30日までの間に
国民年金保険料を納付された方

郵　　送 令和8年10月下旬から11月上旬にかけて順次

電子送付 令和8年10月中旬から10月下旬にかけて順次

②
令和8年10月1日から令和8年12月31日までの間
に国民年金保険料を納付された方
（①の対象者は除く）

郵　　送 令和9年2月上旬

電子送付 令和9年1月下旬から順次

自宅介護が困難な方ご相談下さい

福島県経営革新計画承認事業

訪問理美容

まごのて
ネットワーク

オシャレを楽しみ、

日々を笑顔溢れる人生へ

０２４８ｰ４２ｰ２２３９
【受付時間】 09：00～17：00（定休日：土日祝）

メールは24時間受付中！ info@magonote.asia

まごのて 検索

http://magonote.asia
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令和７年度の町税等の収納状況をお知らせします
税務課　滞納整理係　☎（42）2113問い合わせ

　町税等は、道路・ごみ処理・福祉・教育など、皆さまの暮らしを支える行政サービスの大切な財源です。納期限
内の納付にご理解とご協力をお願いします。

※調定額＝町が受け取ることになっている金額。
※滞納繰越分＝過年度に納期限が到来し、
　令和７年度に繰り越されたものです。

納税相談をご希望の方へ
税務課　滞納整理係　☎（42）2113問い合わせ

　納税に関するご相談は、予約制となります。
　納期限までの納付が難しい事情がある場合は、ご相談ください。
　ご予約は、下記のQRコードからオンラインで受け付けております。
円滑にご案内するため、事前のご予約をお願いいたします。
　予約なしで来庁された場合は、お待ちいただくか、相談を途中で終
了させていただく場合がありますので、あらかじめご了承ください。

※ 納付書の再発行や一括納付の場合は、予約なしで来
庁いただけます。

山形印刷株式会社

矢吹町の総合印刷会社

冊子、チラシから
紙製うちわまで！
印刷物なら何でも
承ります。

思い出の写真が
オリジナルグッズに！
印刷のプロが
ひとつひとつ
丁寧に仕上げます。

オンラインショップ

▼大手ECモールにも出店しています！▼

〒969-0265　
福島県西白河郡矢吹町中畑南81番地

【営業時間】平日8：00～ 17：00

☎0248-43-2323
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小型家電　対象外・注意事項
対象外の主なもの
　家庭用テレビは対象外です。エアコン・冷蔵庫・洗濯機、電子レンジ・炊飯器・掃除機、レーザー・ドットプリン
ター、乾電池・ボタン電池なども回収できません。
小型家電を持ち込む前に
　・個人情報・保存データは、ご自身で事前に消去してください。
　・取り外せる電池は外してください。無理な分解はしないでください。
　・機器内のディスク・テープ・SDカード・フィルム、インク・インクフィルム・リボン・感熱紙などは、品目に応じ
て取り外してください。

古着類回収品目
衣類などを資源として活用するため、回収できる品目と状態を確認してお持ちください。

区　分 回収できる品目

上着・
トップス

Tシャツ、Yシャツ、ポロシャツ、パーカー、Gジャン、トレーナー、スウェット、サマーセーター、カット
ソー、ダッフルコート、レザージャケット、ダウンジャケット、女性コート

ボトムス・
その他衣類

ジーンズ、綿パンツ、スキニーパンツ、ショートパンツ、ワンピース、スカート、肌着、子供服、キャミソー
ル、タンクトップ、ジャージ類、スポーツウェア、パジャマ、水着、毛皮

タオル類・
寝具類

毛布、タオル、ハンドタオル、フェイスタオル、バスタオル、バスローブ、タオルハンカチ、タオルケット、布
団カバー、枕カバー

回収できるもの

回収できないもの
衣類・履物など
和服類、着物一式、はんてん、下駄、草履、学生服、雨カッパ、ウェットスーツ、スキーウェア、軍手、スリッパ、

キャリーバッグ

寝具・敷物など
掛け布団、敷布団、綿入毛布、電気毛布、敷毛布、ベッドパッド、おねしょパッド、カーペット、キルトマット、

クッション、玄関マット、座布団、絨毯、台所マット

その他
端切れ、反物（布切れ）、台ふきん（使用済）、鍋つかみ、シャワーカーテン、トイレ用品、カーテン、レースカーテン

濡れているもの、臭い・汚れ・破損がひどく、再利用できないものは回収できません。

古着を持ち込む前に
　・洗濯してからお持ちください。洗濯済みであれば、多少のシミ・黄ばみは問いません。色物・白物のどちらも
回収できます。

　・ポケットの中に物が入っていないか確認し、針・安全ピンなどは取り外してください。
　・雨天も開催します。古着が濡れないよう袋に入れてお持ちください。
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区　分 回収できる品目

通信機器 電話機（ダイヤル式を除く）、ファクシミリ・卓上型複合機、携帯電話・PHS端末、スマートフォン

映像・音響・
カメラなど

ラジオ、ビデオテープレコーダー、BD・DVDプレーヤー、HDDレコーダー（DVD・BD）、ビデオカメラ、
地上デジタル・BS／CSチューナー、ケーブルテレビSTB、デジタルオーディオプレーヤー（フラッシュ
メモリー／HDD）、テープレコーダー、MD・CDプレーヤー、ICレコーダー、ステレオチューナー・アン
プ、CDラジカセ（スピーカー一体型コンポ）、電子書籍・電子辞書、デジタルカメラ、一眼レフ・フィルム
カメラ、ドローン（業務用を除く）

カー用品 カーナビゲーションシステム、カーカラーテレビ、カーDVD・CDなどのカーオーディオ類、ETC
車載ユニット

パソコン・
周辺機器

デスクトップ・ノート・一体型パソコン・サーバー等、液晶モニター、タブレット、ワープロ、インクジェッ
トプリンター、フォトプリンター、USBメモリー・メモリーカード・ハードディスク・基板、ハブ・ルー
ター・マウス・キーボードなど

ゲーム関連 据置型・携帯ゲーム機、ミニ電子ゲーム、ゲーム機用コントローラー、カセット式ゲームソフト

付属品 ケーブル、充電器、アダプターなど

小型家電・古着 無料回収イベント
問い合わせ まちづくり推進課　環境衛生係　☎（42）2112

対象：町内在住の方｜事前申込み不要｜雨天決行｜ドライブスルー方式
　使わなくなった小型家電や古着を回収し、資源の有効活用とごみの減量につなげます。この機会に、ご家庭に
眠っているものを見直してみませんか。
当日の持ち込み方法
　ドライブスルー方式で回収します。係員の案内に従って、車で回収場所へお進みください。段ボール箱や梱包
材は回収しません。古着は濡れないよう袋に入れてお持ちください。
　一度回収したものは返却できませんので、持ち込む際は十分ご注意ください。

小型家電　回収対象品目

会場案内図（ドライブスルー経路）

日時：11月28日(土) 9:00～11:00　会場：矢吹町文化センター駐車場
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　例年冬季になると、事業所や一般家庭のホームタンクから灯油が漏れ出し、河川などに流出する事故が発生しておりま
す。その原因は、うっかりしたところからくるものや施設の老朽化による故障などです。
　給油するときは目を離さず、バルブの閉め忘れに注意し、またタンクや配管などの定期点検に努めましょう。

ご家庭のホームタンクは大丈夫ですか？

油流出事故を防ぐための心がけ　
１．その場を離れない
　ホームタンクからポリタンクに小分けに
する場合、最後までその場を離れないよ
うにしましょう。ポリタンクから灯油など
があふれてしまったり、目を離した間にポ
リタンクが転倒して、水路などに油が流れ
てしまった事例があります。

４．配管場所には目印を
　除雪による破損防止のため、
配管場所に目印を立てましょ
う。

３．ホームタンクの固定を
　地震・強風・落雪による破損や
転倒が無いようにホームタンク
を固定しましょう。落雪によりバ
ルブが開き、灯油が流出した事
例もあります。

２．定期点検をしっかり行いましょう
　配管やタンクの定期点検、周辺の安全
管理に努めましょう。特に古い配管は、腐
食して破損しやすくなっています。

油が流出してしまったときは
　応急処置としてこれ以上流出しないようにバルブを閉めたり、倒れた容器を起こしてください。油が側溝や河川に流れ
込まないよう吸着材や土のう等で囲ってください。
　上記応急処置後、矢吹町役場まちづくり推進課までご連絡ください。

まちづくり推進課　環境衛生係　☎（42）2112問い合わせ

タンクからの油流出事故にご注意ください

行　　　事 内　　　容 運営団体等 会　　　場

幼稚園・
保育園作品展 ～11月３日(火) 幼稚園・保育園児のみなさんの

作品展
町内各幼稚園
町内各保育園

KOKOTTO
町民交流ホール
ギャラリー

生　花　展 ～11月２日(月)
15:00まで 小原流のみなさんの生花作品展 華道小原流のみなさん KOKOTTO

町民交流ホール

あゆり祭
音 楽 祭
唄 琴 舞

11月３日（火）
9：30開演

町内の学生やサークル団体の合
唱、演奏、カラオケ、舞踊、ダンスな
どの発表会

矢吹町
矢吹町教育委員会
矢吹町文化協会
あゆり祭運営委員会

文化センター
大ホール

あなたが
主役展 ～11月15日(日) 町内サークル団体や個人の作品展 個人・サークル団体 KOKOTTO

アトリエラウンジ

絵画・書写展 11月6日(金)～
11月15日(日) 小・中学生の作品展 町内4小学校

矢吹中学校

KOKOTTO
町民交流ホール
ギャラリー

写真展 11月18日(水)～
11月30日(月) レンズを通して見る作品展 矢吹カメラ愛好会 KOKOTTO

町民交流ホール

令和8年度「第52回あゆり祭」テーマ ～ 発見、交流、文化の輪 ～

矢吹町複合施設KOKOTTO　中央公民館　☎（42）2829問い合わせ

令和8年度「第52回あゆり祭」行事日程
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　9月3日に同協議会の堀
ほり

井
い

成
しげ

人
と

会長、小
こ

針
ばり

正
まさ

喜
き

副会長が「阿武隈川緊急
治水対策プロジェクトに係る１級河川阿由里川河川改修に関する要望書」
を提出しました。
　今回の要望は、７月３１日に行われた阿由里川河川改修に伴う住民説明
会で地域の皆さまから多く出た意見や要望となり、今後は国、県へも要望
活動を行っていく予定です。
～主な要望内容～
　１ 県道矢吹小野線の中町橋に係る歩道設置
　２ 三城目１号橋、２号橋に係る歩道及び道路の拡幅
　３ 県道矢吹小野線における歩道の一体的整備
　４ 橋梁架け替え工事に伴う仮設道路の整備
　５ 河川改修に伴う転落防止柵等の設置について

⑧

三城目地区遊水地対策協議会事務局 (農業振興課 遊水地対策室)　☎（42）2115問い合わせ

三城目地区遊水地対策協議会から町へ要望書提出

　10月13日、後
ご

藤
とう

さとみ審査委員長、佐
さ

久
く

間
ま

芳
よし

雄
お

審査委員のもと、さわや
か詩集審査会が実施されました。
　町内の小中学校から、1,236点の作品が出品され、大滝清雄賞２編、さわ
やか大賞２編、さわやか賞９編、入選77編が決定しました。

矢吹町図書館　☎（44）3595問い合わせ

さわやか詩集審査会が開催されました

　表彰式は、11月19日（木）午後3時30分からKOKOTTOで開催されます。
　表彰式では、受賞者の朗読会も行われます。どなたでも入場できますの
で、ぜひおいでください。

「秋の全国火災予防運動を実施します！」
矢吹消防署からのお知らせ

　11月9日から11月15日までの1週間、秋の全国火災予防運動を実施します。空気が乾燥し、ちょっとした不注意で火災
となりやすい時期になります。
　次の「いのちを守る10のポイント」を確認し、住宅防火に努めましょう！！

　白河消防本部では令和８年９月９日
からInstagramを開設しました‼
　消防署での訓練風景や火災予防等
に関する情報を発信していますので、
下記のQRコードからご覧ください。

いのちを守る10のポイント
４つの習慣
　１.寝たばこは絶対にしない、させない。
　２.ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　３.こんろを使うときは、火のそばを離れない。
　４.コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
６つの対策
　１. 火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
　２. 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換

する。
　３. 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは防炎品を使

用する。
　４.火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し使い方を確認しておく。
　５. お年寄りや身体の不自由な人は避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
　６.防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより地域ぐるみの防火対策を行う。
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〔
簡
易
簿
記
に
よ
る
10
万
円
の

青
色
申
告
特
別
控
除
を
適
用
し
て

い
る
皆
様
へ
〕

令
和
9
年
分
以
後
の
所
得
税
に

つ
い
て
、事
業
所
得
又
は
不
動
産

所
得
に
係
る
、10
万
円
控
除
の
要

件
が
変
わ
り
ま
す
！

福
島
か
ら
大
阪
、札
幌
、台
湾
へ
。

四
国
・
九
州
各
地
、沖
縄
へ
も
ス

ム
ー
ズ
に
到
着
。乗
り
継
ぎ
利
用

が
非
常
に
便
利
。手
荷
物
は
一
度

預
け
れ
ば
最
終
目
的
地
ま
で
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
！

福
島
空
港
で
は
、『
パ
ス
ポ
ー
ト

取
得
・
更
新
補
助
』も
行
っ
て
い
る

た
め
、初
め
て
の
海
外
旅
行
を
お

得
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
！

○
パ
ス
ポ
ー
ト
補
助
・
30
歳
未
満

１
万
円
値
引
き

○
福
島
空
港
乗
り
継
ぎ
便
の
ご
案
内

○
福
島
空
港
特
設
サ
イ
ト
の
ご
案
内

  

日
時

11
月
28
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
４
時

  

会
場

イ
オ
ン
モ
ー
ル
い
わ
き

小
名
浜（
屋
内
体
験
・
展
示
コ
ー

ナ
ー
）、ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク（
屋

外
体
験
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
）、小
名

浜
潮
目
交
流
館（
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
）

コ
ン
テ
ン
ツ
例

・
防
災
に
関
連
し
た
体
験
・
展
示

ブ
ー
ス（
屋
内
外
に
設
置
）

・
消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
を

含
む
防
災
関
係
車
両
の
展
示（
屋

外
に
設
置
）

・
会
場
に
設
置
の
ク
イ
ズ
に
答
え

て
参
加
で
き
る
抽
選
会
に
よ
る
ノ

ベ
ル
テ
ィ
の
配
布

・「
マ
イ
避
難
シ
ー
ト
」（
災
害
時
の

避
難
方
法
や
避
難
先
を
事
前
に
決

め
て
お
く
た
め
に
作
成
す
る
シ
ー

ト
）の
作
成
体
験
、作
成
者
に
先
着

で
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
配
布

・「
ゆ
う
ち
ゃ
み
」さ
ん
に
よ
る
防

災
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

・
地
元
高
校
生
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー

そ
の
他

  

特
設
サ
イ
ト

https://sonaeru-fukushim
a

2026.jp/

  

問
い
合
わ
せ

そ
な
え
る
・
ふ
く

し
ま
２
０
２
６
事
務
局

☎
０
２
４（
５
７
２
）６
４
０
４

  

受
付
時
間

平
日
10
時
～
17
時

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

info@
sonaeru-fukushim

a
2026.jp

乗
れ
る
！
走
る
！
ミ
ニ
列
車

が
や
っ
て
き
ま
す
。

予
約
不
要
、参
加
費
無
料
で
す
。

  

日
時

12
月
5
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

会
場

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
島

（
福
島
市
）

  

内
容

職
業
訓
練
体
験
コ
ー
ナ

ー
や
子
ど
も
向
け
も
の
づ
く
り
体

験
教
室

問

福
島
労
働
局
職
業
安
定
部

訓
練
課

☎
０
２
４（
５
３
６
）７
７
３
３

福
島
空
港
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

「
そ
な
え
る
ふ
く
し
ま

2
0
2
6
」
が
開
催
さ

れ
ま
す

職
業
訓
練
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
ハ
ロ
ト
レ
フ
ェ
ス
in

ふ
く
し
ま
」

■
心
配
ご
と
相
談

日
時

11
月
10
日
㈫

　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

会
場

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
相
談
室

　
　
☎（
44
）５
２
１
０

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

で
す
。

※「
吉
川
幸
雄
弁
護
士
相
談
」

も
午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分

ま
で
行
い
ま
す
。

■
11
月
農
業
委
員
会

「
農
地
法
許
可
申
請
」

受
付
期
限
及
び
定
例
会

受
付
期
限

10
月
26
日
㈪

定
例
会

11
月
17
日
㈫

※
12
月
の
定
例
会
は
12
月
17

日
㈭
の
予
定
で
す
。申
請
受
付

期
限
は
11
月
25
日
㈬
と
な
り

ま
す
。

問

農
業
委
員
会
事
務
局

   

（
農
業
振
興
課
）

☎（
42
）２
１
１
５

【
訂
正
と
お
詫
び
】

広
報
や
ぶ
き
10
月
号
「
矢
吹

町
の
う
ご
き
・
お
悔
み
申
し

上
げ
ま
す
」
欄
の
氏
名
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

誤
：
薄
葉
ナ
ツ
子

正
：
薄
葉
ツ
ナ
子

■
今
月
の
納
税
な
ど

国
民
健
康
保
険
税
…
5
期
分

介
護
保
険
料
…
…
…
5
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

…
…
…
…
…
…
…
…
4
期
分
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矢
吹
町
教
育
委
員
会
で
は
、地

域
学
校
協
働
活
動
の
一
環
と
し
て
、

学
校
や
幼
稚
園
と
連
携
し
、子
ど

も
た
ち
の
学
び
を
支
え
て
い
た
だ

く「
学
校
応
援
企
業
」の
登
録
を
進

め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
、登
録
事
業
所
を

矢
吹
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
お
り
、多
く
の
企
業
・
事
業
所
・

団
体
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

職
場
見
学
や
職
場
体
験
、出
前

講
座
、学
校
行
事
へ
の
協
力
な
ど
、

で
き
る
こ
と
を
、で
き
る
範
囲
で

ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
。

今
年
度
は
、こ
の
取
組
を
さ
ら

に
広
げ
る
た
め
、新
た
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
企
業
・
事
業
所
・
団
体

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
登
録
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

「
矢
吹
町
学
校
応
援
企
業
」

登
録
事
業
所
募
集
中

簡
単
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、

専
門
相
談
員
が
借
金
を
抱
え
お
悩

み
の
方
か
ら
家
計
や
借
金
の
状
況

を
伺
い
、ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
な
ど
に
引

継
ぎ
を
行
う
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。ま
ず
は
一
人
で
悩
ま
ず
、お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

  

日
時

11
月
17
日
㈫

  

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

  

会
場

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河

※
予
約
制
。11
月
16
日
㈪
ま
で
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

  

申
・
問

財
務
省
福
島
財
務
事

務
所

理
財
課

☎
０
２
４（
５
３
３
）０
０
６
４

離
婚
・
相
続
・
土
地
・
建
物
・
金

銭
等
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
に
調
停

委
員
が
手
続
き
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
秘
密
厳
守
）

  

日
時

11
月
13
日
㈮

  

　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

  

会
場

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

問

白
河
調
停
協
会

☎（
22
）５
５
５
５

介
護
事
業
所（
４
事
業
所
）の
担

当
者
と
直
接
面
談
で
き
る
機
会
で

す
。仕
事
の
内
容
等
に
つ
い
て
の

説
明
も
あ
り
ま
す
の
で
、介
護
職

に
興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

参
加
に
は
、予
約
が
必
要
で
す
。

  
日
時

11
月
17
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

  
場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

  

申
・
問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

  

　
　
　
　
職
業
相
談
部
門

☎（
24
）１
２
５
６

個
人
事
業
税
は
、個
人
で
事
業

を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る

県
の
税
金
で
す
。今
年
度
の
第
２

期
分
の
納
期
限
が
11
月
30
日
㈪
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、送
付
さ

れ
た
納
付
書
に
よ
り
、忘
れ
ず
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、納
期
限
ま
で
に
預
金
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
課
課
税
第
一
チ
ー
ム

☎（
23
）１
５
１
７

税
制
改
正
に
よ
り
令
和
９
年
分

の
確
定
申
告
か
ら
青
色
申
告
特
別

控
除
の
上
限
や
適
用
す
る
た
め
の

要
件
が
変
わ
り
ま
す
。

︻
主
な
改
正
事
項
︼

・
複
式
簿
記
に
よ
る
青
色
申
告
特

別
控
除（
75
万
円
又
は
65
万
円
）の

適
用
は
、e

−

T
a
x
が
要
件
と

な
り
ま
す
。

・
簡
易
簿
記
に
よ
る
青
色
申
告

特
別
控
除（
10
万
円
）の
適
用
は
、

前
々
年
の
収
入
が
１
,０
０
０
万
円

以
下
の
方
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
QR
コ
ー
ド
か
ら
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

優
良
な
電
子
帳
簿
の
保
存
又
は

デ
ジ
タ
ル
シ
ー
ム
レ
ス
保
存
に
よ

り
75
万
円
の
青
色
申
告
特
別
控
除

を
適
用
し
ま
し
ょ
う
！

相

談

募

集

借
金
の
無
料
相
談
会

無
料
調
定
手
続
き
相
談
会

介
護
職
ミ
ニ
面
接
相
談
会

お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
の

納
期
の
お
知
ら
せ

青
色
申
告
特
別
控
除
の

見
直
し
に
つ
い
て



保健福祉課　健康増進係 ☎（44）2300問い合わせ

小児平日夜間救急外来のお知らせ
対象者
受付時間
診療日
診療場所

中学生（15歳）以下の子ども
午後7時15分～9時15分
平日（月・火・木曜日）
白河厚生総合病院  小児科外来 ☎（22）2211

※急病患者の利用を原則としていますので、薬は1日分となります。
※翌日は、かかりつけ医の診療を受けてください。

日中から発熱など体調の悪い場合は、早めにか
かりつけ医へ診療時間内に受診してください。

診療前に白河厚生総合病院へ必ず電話をしてください

『やぶきフロンティア祭り』に献血バス
が来ます！����～少しの勇気が誰かの治療のためになります～
「献血」とは
健康な人が自らの血液を提供するボランティアのことです。献血された血液は、病
気の治療や手術などで、輸血・血液製剤を必要としている患者さんに使われます。

問　保健福祉課　健康増進係
　　☎（44）2300

『やぶきフロンティア祭り』
日　時：11月８日（日）
場　所：矢吹町文化センター正面入り口前
受　付：９時30分～11時30分
　　　  13時00分～16時00分
持ち物：本人確認できるもの
（※マイナンバーカードや運転免許証など氏名・生年月日・顔写真が記載されているもの）
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献血にご協力ください！
ご来場お待ちしています！

◎ 献血について、よくある疑問をまとめました。
献血は何歳からできる？
➡全血採血400mL：男性17歳～69歳、女性18歳～69歳
　全血採血200mL：男女共に16歳～69歳

はじめてでも大丈夫？
➡スタッフが受付から終了まで丁寧にサポートします！
　初めての方も安心して参加できます！

献血ってどんな流れ？
➡①受付②問診③事前検査④献血実施⑤休憩⑥終了
　上記の流れで行います！

献血できないことはある？
➡体調や服薬状況などにより、献血をご遠慮いただく
　場合があります。当日の問診で確認します。

（↑詳しくはこちら）

（↑詳しくはこちら）

（↑詳しくはこちら）

診療日 小　児　科 電話番号 内　　　科 電話番号 歯　　科 電話番号
1日（日） わたなべ子どもクリニック 21-2166 よこむら整形外科クリニック 21-1455 なみ歯科クリニック 21-8143
3日（火） すずき内科クリニック 24-4114 明 渓 醫 院 27-3060 安 部 歯 科 医 院 23-1123
8日（日） 白河厚生総合病院 22-2211 南湖こころクリニック 23-4401 モ ア ナ 歯 科 医 院 42-4363
15日（日） かんの小児科クリニック 21-8500 わたなべ内科医院 22-1531 大栄歯科クリニック 22-2833
22日（日） ねもとキッズクリニック 21-5623 ら く ら く 医 院 54-5333 白河たていし歯科 21-6640
23日（月） 樋口小児クリニック 42-2040 きたむら整形外科 42-5533 か た の 歯 科 医 院 22-8833
29日（日） みうら小児クリニック 28-1001 まつやまクリニック 41-2311 国 馬 歯 科 医 院 45-2781

11月の休日救急医療当番医表（白河医師会） ●診療時間…午前９時～午後５時

◆矢吹町学校運営協議会（ＣＳ）の取り組み
　矢吹町学校運営協議会の三神小学校区部会では、今年度のテーマを以下のように掲げ、５回の部会を実施しました。
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教育振興課　学校教育係　☎（44）4400問い合わせ

第27号

やぶきのき ょういく ※掲載は隔月ごとに小学校、中学校、
教育委員会が順番に記事を担当いた
します。

子どもの学びの習慣化のために
【学習習慣・生活習慣の確立】～家庭との連携を通して～

○提言１　家庭で勉強する習慣を
○提言２　健康な身体づくりに努め、元気なあいさつをする習慣を
○提言３　テレビやゲーム、スマートフォン、パソコンなどの使用はルールを決めて
○提言４　読書を楽しむ習慣を

矢吹町教育委員会
矢吹町ＰＴＡ連絡協議会
矢吹町つなぐ教育推進支援会議

４つの
提言

　第27号は、三神小学校に関する記事です。矢吹町学校運営協議会の三神小学校区部会の取り組みのほか、三神小学
校の特色ある取り組みについてご紹介します。

〇三神小学校区部会テーマ
「やぶきのきょういく『４つの提言』の実現に向けて～三神地区の強みを生かし、家庭・地域・学校が一体となって取り組もう～」

　今年度も、三神地区の強みを生かすこと、課題については熟議と協働により改善して
いくという方針で、「４つの提言」全てに取り組んできました。三神区部会の強みは、幼
稚園と小学校が隣接していることです。
　この強みと読書を楽しむ習慣づくりを結びつけ、図書委員会による読み聞かせを行
いました。図書委員は、本選びや読む練習などを通して、本を読んで聞かせる楽しさも
味わうことができています。
　また「メディア・コントロール」についても、幼稚園と同じ時期に行うことで、家族全員
でノーメディアに取り組んだご家庭もあり、保護者と共に取り組むことができました。 【図書委員会による読み聞かせ】

◆地域学校協働活動の取り組み
　学校教育ボランティアの皆さんや地域で活躍する皆さんの協力を得て、今年度も２
年生のミニトマト栽培や３年生はエースパック見学を実施しました。２年生は、三神地
区でおいしいトマトを栽培する農家の方の指導を受けて、生活科でミニトマトの栽培
をしました。種のまき方や脇芽の取り方、支柱への固定の仕方などを丁寧に教えてい
ただき、たくさん収穫することができました。３年生は、エースパック見学に行き、食品
容器パックやトレイを製造している工程を見せていただき、自分達が身近に使用して
いるものが、どのように作られているかを学ぶことができました。

【エースパック見学】

◆家庭・地域との連携を生かした取り組み
　今年度、三神小学校では、睡眠の重要性に着目し、県南教育事務所の君島指導主事
をお招きし、５・６年生児童とその保護者を対象にした教育講演会を行いました。君島
指導主事から、睡眠を取ることで得られる効果や睡眠には量・質・リズムが大切である
ことを教えていただき、シートを使って、自分の生活時間を親子で振り返りながら、改
善点を見出したり、自分の目標を考えたりしました。参加した保護者の方からは、「な
かなか分かっていても、できないでいたので、親子で見直す良い機会となった。」児童
からは、「自分は、睡眠の量が足りないので、もう少しメディアの時間を見直そうと思い
ます。」等の感想が出ていました。親子で生活を見つめ直す温かな時間となりました。 【親子で自分の生活を見直す活動】
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　９月25日、「秋の全国交通安全運動」の一環として、交通安全テン
ト村を開設しました。
　当日は、町交通対策協議会や町防犯協会、矢吹交番所長など約20
人が参加し、通行人やドライバーへ交通事故防止を呼びかけました。
　矢吹町は、８月21日をもって「交通事故死者ゼロ1,000日」を達成
しております。
　これからも安心・安全なまちづくりを目指し、啓発活動を続けてま
いりますので、皆さまの安全運転と交通ルールの遵守にご協力をお
願いします。

交通安全啓発活動（テント村）を実施しました

「衣服」と「女性視点の防災」をテーマに光南高校で授業しました
　９月16日、光南高校で、家庭系列被服コース２年生（28
名）を対象に「衣服からはじめる防災デザインプロジェク
ト」を実施しました。
　授業では、町の女性防災アドバイザーである株式会社
キャンプの榊

さかき

原
ばら

社長と鈴
すず

木
き

副社長を講師に迎え、ブラレス
ウェア（ブラジャーなしでも外着として使える服）の開発の
きっかけや、避難所での着替えやプライバシーの確保など
について学びました。
　続いて、同校の長尾教諭による浴衣の防災への活用に
ついての授業を行いました。浴衣を一枚の布に戻す方法を実際に体験し、三角巾や包帯、簡易リュック、抱っこひも
など、災害時に役立つさまざまな使い方を学びました。
　町では今後も、学校などと協力し、それぞれの知識や経験を生かした防災教育に取り組んでまいります。

　９月６日に、交通安全協会中畑分会が地区内のカーブミラー点検
清掃作業が実施しました。
　清掃実施後は、近隣住民の方から「見えやすくなった」、「安全確認
が行いやすくなった」などの声をいただきました。
　町交通安全協会では、今後も交通安全維持活動を通じ、町民の皆
さまの安全・安心な交通環境のサポートに努めて参ります。

交通安全協会中畑分会がカーブミラー点検清掃を実施しました

　９月17日、矢吹町区長会がつつじロード（ＪＲ矢吹駅東口 羽鳥幹
線上部道路・砂利道）に植樹してあるつつじの維持管理作業（草刈り）
を今年度の行政区長や旧区長会役員、町職員の総勢56名で活動を
行いました。
　このつつじは、平成28年９月に区長会が主催し、行政区長・一般応
募の親子など総勢223名の参加で、協働により植樹されたもので、毎
年５月頃に濃赤・赤・ピンクなどのつつじが色鮮やかに開花し、通行
人等の心を癒してくれています。
　区長会では今後も定期的につつじロードの維持管理を協働により
行っていく予定です。

第２回つつじロード維持管理活動による草刈りを行いました

まちの話題 YABUKI　TOWN  TOPICS
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敬老会が開催されました
　９月１9日、町文化センターで令和8年度矢吹町敬老会が多くのご
来賓ご臨席のもと、盛大に開催されました。
　花吹流寿々蘭会による祝踊を皮切りに、午前10時からの式典では
80歳、85歳、88歳の各代表者へお祝品等が贈られ、また、金婚、ダイ
ヤモンド婚、プラチナ婚を迎えられたご夫婦への各表彰が行われるな
ど、敬老を祝いました。式典後は、光南高校チアリーダー部によるパ
フォーマンスや抽選会が実施されました。

80歳代表
深谷壽夫 様

85歳代表
坂本忠雄 様

88歳代表
小針修 様

プラチナ婚代表
畠山勘次様、榮子様ご夫妻

ダイヤモンド婚代表
宍戸善泰様、ミサ子様ご夫妻

金婚代表（町）
関根嘉幸様、洋子様ご夫妻

金婚代表（民報社）
三村正一様、玲子様ご夫妻

出場おめでとうございます
第１３回全国高校生手話パフォーマンス甲子園
◦光南高校　３年
＜福祉科＞
青
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菜
な

　県内59市町村が参加した今大会初戦となる一回戦（9月6
日）で三春町と対戦し、激しい点の取り合いとなるシーソー
ゲームを展開し９-10で惜しくも敗れました。敗れはしました
が、あきらめずに最終回で同点に追いついた執念。全力を出
し尽くした選手の皆さん、お疲れさまでした。

第20回市町村対抗福島県軟式野球大会　矢吹町チーム結果

花吹流寿々蘭会

光南高校チアリーダー部
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キ、ブドウなどの果樹
を栽培しています。入
校してから１年と半
年以上が経過し、１
年生の頃と比べると
作業の流れがわかる
ようになり、作業中の
ミスも少なくなった
と感じています。２年
生からは卒業論文に
取り組み、ナシの溶
液受粉についての試験を行いましたが、甘くて美味
しいナシを作ることに成功しました。
　学生生活も残りわずかとなりましたが、仲間と協
力して美味しい果物をつくり、最後まで楽しみたい
と思います。

　私は高校生の頃から、自然の中で家族とともに働く農家
のライフスタイルに憧れを持つようになり、将来は果樹農家
になることを目標にしています。

　私の実家は非農家
で、果樹の栽培管理の
方法を一から学ぶ必要
があることから、農業短
期大学校への入学を決
めました。
　果樹経営学科では、
モモ、ナシ、リンゴ、カ

中
なか

川
がわ

颯
そう

太
た

果樹経営学科　２学年

Vol.65

　矢吹町と福島県立光南高等学校との連携協
定に基づき、部活動、学力向上、地域貢献に関
する具体的な目標を定め、継続して努力する生
徒の皆さんが、その活動を毎月発信しています。

３年　橋
はし

本
もと

釆
あや

佳
か

　２年　金
きん

城
じょう

瑠
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とう

梨
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花
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鈴
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　１年　大
だい

樂
らく

夏
か

怜
れ

音
ん

光南通信 vol.20 総合学科で１人ひとりの個性を伸ばす！

文理探究・スポーツ科学・家庭
芸術（音楽・美術）・情報ビジネス・福祉

矢吹町「のるーと矢吹」ＰＲ動画の制作を行いました
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　私たちは、矢吹町のＡＩオンデマンド交通「のるーと矢吹」ＰＲ動画の制作に取り組
んでいます。矢吹町からいただいた企画書をもとに、自分達で考えた台詞を盛り込ん
だ台本をつくり、出演のほかにも監督、カメラ係、編集等も自分達で協力しながら制作
しました。
　今回の映像制作で工夫したことは２つあります。一つ目は『映像が単調にならないよ
うにする』という点です。私は「説明動画は退屈なもの」というイメージを強くもってい
ました。それを解消するため、動画は「引きの画角」だけでは迫力や面白さに欠けるの
で、今回の撮影では特に「見せたい箇所」をアップにして撮影するという工夫をしまし
た。また、編集の面ではエフェクトやBGM、効果音などを効果的に使い、視覚でも聴
覚でも楽しめるような演出を心がけました。
　二つ目は『理解しやすく、みやすいものにする』という点です。今回は高齢者向けの
説明動画ということで、「ゆっくり」「はっきり」「文字を大きく」「見やすい色」という４
つを心がけました。字幕を原色に近い色を使い大きく表示する。ゆっくり大きな声で演
技をしてもらうことを工夫しました。また、撮影日は天候が悪く映像が全体的に暗い印
象だったので、編集アプリを使って色味を調整して明るく見やすいものにしました。
今回の動画撮影や編集などの経験を通して得た反省や新しい発見により、映像制作を
以前よりも深く理解できたと思います。この経験を将来に活かしていきたいと思います。
最後に、今回制作した動画をたくさんの方に見ていただくことができるとうれしいです。

⑳広報やぶき 2026.11.1 ⑯

　今回ご紹介するのは矢吹駅からほど近い場所に
ある、ご夫婦で営む小さなパン屋「KAKUMARU 
PAN AND STORE」さん。もっちり食感の食パン、
自家栽培の野菜を使用したパンやベーグル、ス
コーンにチーズケーキまで店内に整然と陳列されて
います。

　原材料のこだわりもさることながら、冷蔵発酵を伴った２日間に
渡る丹念な仕込み行っているため、営業は木曜と日曜の週２回の
み。それでも2022年の創業から4年を経て、すっかり固定ファンも
増えて来た様子。
　このところ周辺にお店も増えて来たので、地域連携の一環として
コラボ商品の打診、試作品の開発も密かに進めていたりします。
　今月の「やぶきフロンティア国際まつり」では、そんな商品のお
披露目もあるかもしれませんね。

Vol. ８佐
さ

藤
とう

洋
ひろし

隊員

商工観光課　地域活性係　☎（42）2119問い合わせ

　９月12日から２日間、三鷹市と矢吹町の交流事業として、三鷹市の小学４
～６年生63名が矢吹町を訪れ、「野外レクリエーション・植樹活動」を行いま
した。
　９月12日は、矢吹町からも５名の児童が参加し、三鷹市の児童と一緒にツ
リークライミングやペットボトルロケットなどの活動に挑戦しました。各チー
ムで声を掛け合い、協力しながら活動する中で、自然と交流が深まり、子ども
たちの間に新たな友情が育まれました。
　９月13日には、令和６年度に締結した「三鷹市と矢吹町の森林環境税の活用に係る連携に関する協定」に基づき、
三十三観音史跡公園において植樹活動を行いました。三鷹市・矢吹町の児童をはじめ、関係者が協力して、クヌギ、
クリ、ヤマザクラの苗木、合わせて４５０本を植樹しました。参加者は、自分の手で苗木を植える体験を通して、森林
を未来へつないでいくことについて考える貴重な機会となりました。
　また、同日には、２区自治会のご協力のもと、公園内の草花や樹木を観察する自然学習も行いました。身近な自然
に実際に触れ、観察することで、自然環境の大切さや、環境を守るための活動の意義について理解を深めることが
できました。
　三鷹市と矢吹町では、今後も交流事業を継続し、子どもたちの交流を深めるとともに、両市町が連携して森林の
保全や自然環境の維持・改善に向けた取り組みを進めていきます。

「三鷹市・矢吹町交流事業　野外レクリエーション・植樹活動」を行いました



※ 広報に掲載している毎月の現住人口
は、県が公表する「福島県の推計人口」（国
勢調査を基に算出）を転載しています。

　人口と世帯　　令和８年9月１日現在の現住人口

矢吹町の

う ご き
人口 16,578人
男 8,283人
女 8,295人
世帯数 6,565世帯

広報やぶき 20　.　.　広報やぶき 20　.　.　

●「誕生｣・｢結婚｣・｢お悔やみ」について、
　広報への掲載を希望されない場合は
　窓口への届出の際にお申し出ください。 (9月届出分・敬称略）
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2027年版　最後の福島県民手帳を販売します！
　毎年ご好評をいただいております、県内の市町村情報や主な行事・観光地等が分かる
　「2027年福島県民手帳」を今年も販売します。
　福島県民手帳は今年度が最後の販売となりますので、ぜひこの機会にご購入ください。
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まちづくり推進課　協働推進係　☎（42）2112問い合わせ

次の販売場所にてご購入ください。
■ 販売場所 まちづくり推進課（矢吹町役場１階）

■ 販売期間 令和８年12月下旬まで

■ 販売価格 ・県民手帳（横罫版・黒）770円（税込）
・県民手帳（カレンダー版・ネイビー）770円（税込）
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カルチャー情報

　むかし、旅まわりをしている５人組の音
楽隊がありました。ある日の夜、音楽隊が眠
りこけているとトロルが現れ、５人に演奏を
させようとしますが、目を覚まさないことに
怒ったトロルは、ある魔法をかけます。次の
日、音楽隊が演奏を始めると…。

アニタ・ローベル 作／安藤　紀子 訳／ロクリン社

『いたずらトロルと音楽隊』おすすめ！

今月の絵本

森の道は葉っぱだらけ。落ちてくる赤い
葉っぱをつかまえたぼくは、落ち葉を両手
いっぱいに集めて空に、それっ！と投げた。今
度はもっと落ち葉を集めて作った大きな山
へ、思いっきりジャンプ！見て、聞いて、触って、
落ち葉遊びを楽しむ絵本です。

『おちば』

おーなり　由子 文／はた　こうしろう 絵／ほるぷ出版
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PDF版「広報やぶき」の「矢吹町のうごき」欄では、
個人名の掲載を控えさせていただいておりますので、
ご了承ください。
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〒969‒0296 福島県西白河郡矢吹町一本木101　
TEL 0248（42）2117 ／ FAX 0248（42）2587
E-Mail　soumu@town.yabuki.fukushima.jp

矢吹町役場 総務課

古紙パルプ配合率60%再生紙を使用しています
環境にやさしい植物油インキを使って印刷しています

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※本広報のイラストデザインには生成AIを活用している場合があります。

三鷹市・矢吹町姉妹市町交流｢神の田んぼで米作り体験会｣開催
　10月4日、神田地区の「神の田んぼ」で、米作り体
験会が開催され、三鷹市と矢吹町から、子どもたち
を中心に約120名が参加し、５月に田植えを行った
ほ場で、大きく実った稲を慣れない手つきで一生懸
命に刈り取りました。
　当日は餅つき体験も行われ、参加者が笑顔で交
流を深めるひとときとなりました。

ਓ৘ใٻ

　今回収穫した稲は「夢の香（ゆめのかおり）」と呼ばれる
酒米で、大木代吉本店で仕込みを行い、矢吹町オリジナル
日本酒「開拓のうた」が、１２月に完成する予定です。




